
１　概要

　

２　出席者

３　連携協定

４　スケジュール

５　設置場所

13件（通信品質の確認のため、市内全域に設置）

業務効率化と利用者サービス向上のため、無線通信により水道使用量等を自動で検針することがで

きる水道スマートメーターについて、東北電力ネットワーク㈱との共同検針による実証実験を行いま

す。東北電力ネットワーク㈱、第一環境㈱と共同で実施し、今後の導入に向けた基礎データとして活

用いたします。

　令和３年８月から令和４年6月まで

　　R3年度 　R４年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

共同検針の実証実験
協定書

締結

実証実験

準備
成果報告

・検針等業務の効率化及びその実現に資する給水装置等関連業務の技術に関することについて連携し協

力する。

・漏水の早期検知や見守り等の利用者サービス向上により、高齢世帯の生活支援の拡充に努める。

・電気・水道の検針員が削減されることで、人口減少による労働力不足の社会的問題の解決に寄与する。

「水道・電気計器による共同検針におけるDX活用の実証実験に関する協定」締結式の

開催について

水道メーターBOX内

検針値

アラート

設置家庭等の水道情報を電力ス

マートメーターへ送る。

東北電力が設置した電力スマート

メーターの通信回線を利用する。

無線通信により各設置箇所

の漏水監視及び、水道使用

電力

1日1回無線通信

メール

室内メーターに設置済み

電力所有分

第一環境が配線接続

協定締結者 郡山市上下水道局 上下水道事業管理者 村上 一郎

東北電力ネットワーク株式会社 郡山電力センター所長 菅野 淳

第一環境株式会社 代表取締役社長 岡地 雄一

（代理出席：専務取締役 柳沢 啓一）

立会人 郡山市長 品川 萬里郡山市上下水道局 上下水道事業管理者 村上


